
車輪が1列に並んだインラ
インスケートは、フィギュアス
ケートのように滑ったり、ホッ
ケーをするなど多様な楽し
み方がある（上）。ＢＭＸで
様 な々技を決めるフリースタ
イルは迫力満点（中）。スト
リートダンスのチームなどの
練習場所にもなっている
（下右）。馬の代わりにBMX
でポロを楽しむ「バイクポロ」
は女性も楽しむ（下左）

みなとのもり公園は、三宮を南側に進み、阪神高速道路を越えた場所
にある（左上）。スケートボード、インラインスケート、ＢＭＸなどさまざまな
競技で使えるコースも設けている（右上）、ローラーホッケーコート（右
中）、ストリートダンス用のステンレスの鏡（右下）

写真提供：大阪
ハードコートバイク
ポロ
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ニュースポーツ広場でフリーラインスケートを楽しむ
吉川美和子さん。日本フリーラインスケート振興会の
代表、上田達士さん（左から3人目）も声援を送る

　

あ
と
三
つ
、二
つ
、一
つ
と
、見
物
人

が
か
た
ず
を
の
ん
で
見
守
る
の
は
、
女

性
ス
ケ
ー
タ
ー
と
、
1
列
に
等
間
隔
で

置
か
れ
た
三
角
形
の
コ
ー
ン
。
一
つ
も

倒
さ
ず
縫
う
よ
う
に
滑
り
切
る
と
、
大

き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

ス
ケ
ー
タ
ー
の
足
元
を
見
る
と
一
般

的
な
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
と
は
明
ら
か

に
違
う
。「
フ
リ
ー
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
と

い
っ
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
真
ん
中

で
割
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
」と
、日
本

フ
リ
ー
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
振
興
会
の
代

表
、上
田
達
士
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　

こ
こ
は
神
戸
市
の
み
な
と
の
も
り
公

園
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場
。Ｊ
Ｒ
三

ノ
宮
駅
徒
歩
15
分
の
場
所
に
あ
る
。
こ

の
日
の
空
は
雨
模
様
だ
っ
た
が
、
阪
神

高
速
道
路
下
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で

ぬ
れ
ず
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ナ

イ
タ
ー
設
備
も
あ
り
、
深
夜
0
時
ま
で

利
用
可
能
。

　

フ
リ
ー
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
は
最
近
、

フ
ァ
ン
が
増
え
始
め
た
ス
ト
リ
ー
ト
系

ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
。
特
別
な
競
技
場
で

は
な
く
道
路
な
ど
で
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ト
リ
ー
ト
系
ス
ポ
ー
ツ
は
、
若
者
を

中
心
に
愛
好
者
が
急
増
し
て
い
る
。
た

だ
、
道
路
や
公
園
で
邪
魔
者
扱
い
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
と
い
う
悩
み
が
あ
る
。

兵庫県神戸市の中心部、三宮にある「みなとのもり公園」（神戸震災復興記念公園）。
普段は多くの若者やファミリーがさまざまなスポーツにいそしみ、歓声が絶えない。
非常時に備えた公園に、若者を含めた市民の活気を取り入れて、
都市の防災力アップにつなげている。
★以外の写真＝的野弘路　取材・文＝岡田眞奈美

非常時に備えた公園に
若者の活気を取り込む

　

そ
れ
に
対
し
て
、
み
な
と
の
も
り
公

園
な
ら
気
兼
ね
な
く
、
思
い
っ
き
り
楽

し
め
る
。
フ
リ
ー
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
以

外
に
も
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、イ
ン
ラ
イ

ン
ス
ケ
ー
ト
、
自
転
車
を
自
由
自
在
に

操
る
バ
イ
シ
ク
ル
モ
ト
ク
ロ
ス

（
B
M
X
）競
技
、な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ス

ト
リ
ー
ト
系
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
若
者

の
歓
声
が
絶
え
な
い
。

　

み
な
と
の
も
り
公
園
に
は
、
芝
生
の

広
場
も
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
楽
し

む
利
用
者
も
多
い
。
さ
ら
に
そ
の
周
囲

は
、
1
周
約
4
6
0
ｍ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
。

将
来
の
災
害
に
備
え
る
公
園

み
な
と
の
も
り
公
園
は
愛
称
で
、
正

式
名
称
は
神
戸
震
災
復
興
記
念
公
園
と

い
う
。名
前
の
通
り
、阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
被
害
を
受
け
た
神
戸
市
が
、
そ
の

経
験
や
教
訓
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め

に
計
画
し
た
公
園
だ
。
神
戸
の
ま
ち
が

復
興
か
ら
発
展
へ
と
前
進
す
る
姿
を

木
々
の
成
長
と
と
も
に
見
つ
め
て
い
く

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
神

戸
市
と
U
R
都
市
機
構
が
事
業
主
体
に

な
り
2
0
1
0
年
1
月
に
開
園
し
た
。

公
園
の
場
所
は
か
つ
て
Ｊ
Ｒ
貨
物
神
戸

港
駅
だ
っ
た
。
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
た

みなとのもり公園

JR山陽
新幹線

JR東
海道
本線

至新大阪

←
至
姫
路

元
町

三ノ宮

灘
新神戸

阪神高
速3号

神戸線

神
戸
港
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

慰
霊
と
復
興
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

人と防災
未来センター

神
戸
市
役
所 ポート

アイランド

ポートライナー

↑

至神戸空港↑

CASE 3

みなとのもり公園
（神戸震災復興記念公園）

神戸・中央区

地域連携

ストリート系スポーツだけでなく、ランニング、バスケットボール、
サッカーなどさまざまなスポーツが楽しめる

★

★
★



ストリート系スポーツを取り入れる際、力を尽くした佐藤由美子さん（右から2番目）。現
在もさまざまな種類のストリート系スポーツのメンバーと意見交換を重ねている

公園づくりのスタートから現在まで、みなと
のもり公園を見守り続けている辻信一さん

通路部分の62
基のマンホール
はテントを張れ
ば簡易個室トイ
レになる

JR貨物神戸港
駅で使われて
いた時計に鐘
を組み合わせた
モニュメント
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災害用
仮設トイレ

非常用発電装置
手動ポンプ

安全の鐘

備蓄倉庫

展望の丘

芝生広場

ニュースポーツ
広場

←
至
三
宮

▲＝入り口

▲
▲

▲
▲

1 2

3

4

5

6

時
計
が
中
央
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
時

計
は
午
前
5
時
46
分
、阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
発
生
時
刻
で
止
ま
っ
た
ま
ま
。
そ

の
下
に
鐘
が
付
け
ら
れ
、
大
震
災
の
経

験
と
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

み
な
と
の
も
り
公
園
は
、こ
う
し
た
メ

モ
リ
ア
ル
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、災
害

に
備
え
た
防
災
公
園
と
し
て
の
役
割
も

担
い
、
多
く
の
設
備
を
持
つ
。例
え
ば
通

路
部
分
に
並
ぶ
マ
ン
ホ
ー
ル
。テ
ン
ト
を

張
れ
ば
仮
設
ト
イ
レ
に
な
る
。ほ
か
に
も

備
蓄
倉
庫
や
非
常
用
発
電
施
設
な
ど

が
配
置
さ
れ
て
い
る（
上
図
参
照
）。

　

み
な
と
の
も
り
公
園
の
特
徴
の
一
つ

は
計
画
策
定
に
市
民
が
参
加
し
た
こ

と
。
み
な
と
の
も
り
公
園
運
営
会
議
の

代
表
で
あ
り
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
で
も
あ
る
辻
信
一
さ
ん
は「
全
世

界
か
ら
の
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
が
与
え
て
く
れ
た
勇
気
と
力
が
震
災

復
興
の
後
押
し
を
し
て
く
れ
た
こ
と

を
、
後
世
の
社
会
に
伝
え
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
が
、
公
園
づ
く
り
の
大
き
な

原
動
力
で
す
」と
話
す
。
辻
さ
ん
は
、

2
0
0
2
年
7
月
の
公
園
建
設
に
向
け

た
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
画
し
、

そ
の
後
も
、
ず
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
関
わ
っ
て
き
た
。

「
最
初
の
計
画
で
は
、
高
速
道
路
の
下

の
部
分
は
駐
車
場
で
し
た
。
も
っ
と
い

い
利
用
法
が
な
い
か
と
検
討
す
る
中

で
、
大
勢
の
若
者
が
集
ま
り
活
気
が
出

る
利
用
法
と
し
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
系
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
上
し

ま
し
た
。し
か
し
神
戸
市
や
私
は
、ス
ト

リ
ー
ト
系
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
を
よ
く
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

そ
こ
で
加
わ
っ
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

北
神
戸
田
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
の

理
事
長
、佐
藤
由
美
子
さ
ん
。神
戸
市
内

の
別
の
公
園
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど

が
楽
し
め
る
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
経
験
を
持
っ
て
い
た
。

　
「
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
目
的
は
勝
敗
や

記
録
と
い
う〝
数
字
〞。
ス
ト
リ
ー
ト
系

ス
ポ
ー
ツ
は
、
若
い
子
が
生
き
て
い
く

た
め
の〝
文
化
〞。
あ
ま
り
よ
く
な
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
ス
ト

リ
ー
ト
系
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
若
者

は
み
ん
な
か
わ
い
ら
し
い
。そ
し
て
、い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
も
の
す
ご
い
力
を

発
揮
し
て
く
れ
ま
す
」と
佐
藤
さ
ん
。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
計
画
で

は
実
際
に
ス
ト
リ
ー
ト
系
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
若
者
の
意
見
を
反
映
し
ま
し

た
。
路
面
の
素
材
な
ど
に
つ
い
て
も
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
に
意
見
を
取
り
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」（
辻
さ
ん
）

　

み
な
と
の
も
り
公
園
の
も
う
一
つ
の

特
徴
は
、利
用
者
が
管
理
、運
営
に
積
極

的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
。開
園
以
来
、

月
に
1
度
、
開
催
し
て
い
る
運
営
会
議

に
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
系
ス
ポ
ー
ツ
の
代

表
者
も
参
加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
自
分

た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
提
案

し
、活
動
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、清
掃

や
草
刈
り
な
ど
は
極
力
利
用
者
が
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。

〝
人
〞の
協
力
で
防
災
力
ア
ッ
プ

　

も
ち
ろ
ん
ス
ト
リ
ー
ト
系
ス
ポ
ー
ツ

の
メ
ン
バ
ー
も
こ
う
し
た
活
動
に
参
加

し
て
い
る
。
佐
藤
さ
ん
は
清
掃
の
日
に

集
ま
っ
た
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

に
、語
り
掛
け
た
。「
清
掃
の
日
だ
け
で

な
く
、
毎
回
5
分
だ
け
で
も
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
。
常
に
奇
麗
に
し
て
お
け
ば
ゴ

ミ
を
捨
て
る
人
が
少
な
く
な
る
か
ら
。

あ
な
た
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
ダ
ン
ス

み
た
い
に
表
現
し
て
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
神
戸
か

ら
、『
私
た
ち
も
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
ま

す
』と
伝
え
れ
ば
、そ
れ
が
東
北
の
復
興

支
援
に
つ
な
が
る
の
よ
」。

　

ス
ト
リ
ー
ト
系
ス
ポ
ー
ツ
の
愛
好
者

に
と
っ
て
、
み
な
と
の
も
り
公
園
は
非

常
に
大
切
な
場
所
だ
。
イ
ン
ラ
イ
ン
ス

ケ
ー
ト
を
履
い
て
ホ
ッ
ケ
ー
を
行
う

「
ロ
ー
ラ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
」を
楽
し
む
高
木

栄
彦
さ
ん
は
、「
無
料
で
深
夜
0
時
ま
で

利
用
で
き
る
の
は
、
全
国
で
も
こ
こ
だ

け
で
す
」と
話
す
。
馬
の
代
わ
り
に

B
M
X
に
乗
っ
て
ポ
ロ
を
楽
し
む「
バ

イ
ク
ポ
ロ
」を
プ
レ
ー
す
る
長
谷
川
信

雄
さ
ん
も「
こ
こ
は
バ
イ
ク
ポ
ロ
が
で

き
る
日
本
一
の
常
設
コ
ー
ト
。
全
国
規

模
の
大
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
バ
イ

ク
ポ
ロ
の
聖
地
で
す
」と
語
る
。

「
公
園
を
大
切
に
思
っ
て
、
愛
着
を
持

つ
若
者
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
若
者
が
管
理
・
運
営
だ
け
で
な

く
、
炊
き
出
し
な
ど
防
災
訓
練
に
積
極

的
に
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
積
み
重
ね
が
い
ざ
と
い
う

と
き
に
役
に
立
ち
ま
す
」と
辻
さ
ん
。

　

防
災
公
園
は
設
備
を
用
意
し
た
だ
け

で
は
力
を
発
揮
で
き
な
い
。
そ
れ
を
使

う〝
人
〞の
協
力
が
不
可
欠
だ
。
ス
ト

リ
ー
ト
系
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
公

園
へ
の
関
心
を
深
め
、
運
営
に
参
加
す

る
市
民
を
育
て
る
み
な
と
の
も
り
公
園

の
取
り
組
み
は
、
防
災
力
ア
ッ
プ
を
目

指
す
東
日
本
大
震
災
の
復
興
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

練習するためでなく、掃除の
ために集まったダンスサーク
ルの大学生（右）。通常、業
者に任せる草刈りも市民
の手で行っている（下）

公園の清掃や草刈り、枝打ちも
できるだけ利用者自身が行うよ
うにしている（左上）。そうした作
業で出た枝を備蓄して、炊き出
しの燃料に使っている。使うコン
ロや食器なども公園内の倉庫
に準備している（右上、左下、倉
庫の場所はMAPの⑥）

人が公園を育て、公園が人を育てる

　みなとのもり公園は、構想段階か
ら市民と行政が一体になって整備・
検討を進めてきました。市民参画型の公園づくりは開園後も続き、いまで
は継続的に公園を利用しているグループと行政が一つのネットワークで
がっちりつながっています。
　ここには、東日本大震災で甚大な被害を受けられた自治体をはじめ、
全国から大勢の方々が視察に来られます。参考にしていただくことがある
とすれば、単なるメモリアル公園をつくるのではなく、将来的に活用し続け
られる公園になるよう、人のネットワークを絡めながらハードウエアを整備
していくことかと思います。人が公園を育て、公園が人を育てる。これが管
理運営に携わる私たちが思い描く理想像です。

神戸市建設局公園砂防部
管理課  東野 太 整備担当課長（左）
計画課  福田英明 計画係長（右）

地域のニーズに合わせた
防災公園をつくる

　東京都杉並区のＪＲ西荻窪駅
北口から徒歩20分の場所に「桃
井原っぱ公園」がある。その名前
の通り、約4haの公園に広大な
「原っぱ」が広がる。特別な遊具
などがない広々とした空間がか
えって新鮮で、都内にいることを
忘れてしまうほど。この公園もＵＲ

都市機構が手掛けた防災公園の一つ。公園内には耐震機能を持つ
貯水量100ｔの地下貯水槽2基や、非常用防災トイレになるマンホール
が70カ所も設けられている。
　ＵＲ都市機構ではこのように地域のニーズや要望に合わせた防災公
園街区整備事業をこれまでに全国で20カ所手掛けている。

桃井原っぱ公園

非常用発電施設1 手動ポンプ2

みな
とのもり公園

災害用仮設トイレ3

安全の鐘4

備蓄倉庫には
毛布2000枚、
飲 料 水2016
本などを備える

備蓄倉庫5

エネルギー関連では200kW級
の自家発電施設などを備える

水関連では200ｔの地下貯水槽や、そ
れにつながった手動ポンプなどがある

MAP

みなとのもり公園では、
災害時に備えてさまざ
まな設備を設けてい
る。水、電気、食料、毛
布、炊き出し用品など
生活に必要なものが
ひと通りそろっている。
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